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研究成果の概要（和文）：巨大分泌タンパク質リーリンは層構造形成に必須の分子であり、その機能低下はアル
ツハイマー病や統合失調症の発症に関与することもわかってきた。本研究では、リーリンと結合する膜タンパク
質を同定し、これが既知リーリン受容体の共受容体として機能することを明らかにした。また、リーリンの生理
活性が複数の分解酵素により制御されること、リーリン分解酵素の抑制はアルツハイマー病の治療標的となる可
能性を見出した。

研究成果の概要（英文）：Reelin is an essential molecule for the formation of cerebral layered 
structures, and its hypofunction is involved in the onset of Alzheimer's disease and schizophrenia. 
In this study, we identified a novel membrane protein that binds to Reelin and functions as a 
co-receptor for canonical Reelin receptors. Moreover, we found that the activity of Reelin is 
regulated by multiple proteases and its suppression may be a therapeutic target for Alzheimer's 
disease.

研究分野： 分子神経生物

キーワード： 樹状突起　神経細胞移動　脳　プロテオリシス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、脳の形成や機能制御に重要な役割をもつリーリンに着目して研究をおこない。リーリンの新たな
機能制御機構とその脳における重要性が明らかになった。本研究で得られた知見は、精神神経疾患の治療法開発
につながると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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